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真夏の新宿御苑

わ
が
も
の
顔
で
飛
行
し
て
い
ま
す
。

「
占
領
時
代
」
の
跡
が
色
濃
く
残
る

異
常
事
態
の
原
因
は
、
す
べ
て
日

米
地
位
協
定
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　

日
米
地
位
協
定
は
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
成
立
し
、
日
本
社
会
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

か
、
憲
法
や
日
本
の
国
家
主
権
と

の
関
わ
り
を
き
ち
ん
と
捉
え
、
日

米
安
保
を
含
む
日
本
社
会
の
あ
り

● 日　時　９月１３日（金）
　　　　　　　午後 1 時 15 分開会
● 場　所　清掃会館地下ホール
● テーマ　日米地位協定と憲法（仮題）

● 講　師　吉沢 弘久 さん
　　　　　　　（前・全日本自治退退職者会会長）
　※午後３時（学習会終了後）から交流会

日
本
に
国
家
主
権
は
あ
る
の
か
？

２０１９　
秋の学習会

方
を
、
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、
自
衛
隊
基
地
を

米
軍
の
出
撃
拠
点
化
す
る
日
米
軍

事
同
盟
を
狙
っ
て
お
り
、
安
倍
政

権
は
そ
れ
を
視
野
に
入
れ
て
政
策

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
軍

国
化
を
許
さ
な
い
闘
い
に
何
が
必

要
か
、
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

あ
わ
せ
て
交
流
会
も
行
い
ま
す
。

仲
間
も
さ
そ
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

　

米
軍
に
よ
る

性
犯
罪
や
暴
力

事
件
・
重
大
事

故
が
起
き
る
た

び
に
、
沖
縄
で

は
大
き
な
抗
議
が
行
わ
れ
て
き
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
在
日
米
軍
の
特

権
は
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
横
田

周
辺
で
は
、
米
軍
の
オ
ス
プ
レ
イ

が
住
宅
地
の
上
を
昼
夜
を
問
わ
ず辺野古ＮＯ！

オスプレイＮＯ！
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７
月
12
日
に
「
宇
宙
物
理
学
部
」

第
５
回
イ
ベ
ン
ト
。
北
の
丸
公
園

に
あ
る
「
科
学
技
術
館
」
を
見
学

し
ま
し
た
。
小
雨
降
る
中
、
精
鋭

４
名
は
約
20
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て

い
る
館
内
を
閉
館
ま
で
の
３
時
間

半
、
熱
心
に
見
て
回
り
ま
し
た
。

　

展
示
物
は
小
学
生
向
き
が
中
心

で
し
た
が
、
大
人
で
も
難
解
な
も

の
が
か
な
り
を
占
め
て
お
り
、
一

定
程
度
知
識
が
な
い
と
理
解
で
き

な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
小
中

学
生
に
は
無
理
か
な
と
思
い
ま
し

た
。
当
日
の
見
学
者
は
小
学
生
以

下
の
子
供
連
れ
親
子
が
ち
ら
ほ
ら
、

ほ
ぼ
我
々
の
貸
切
状
態
で
し
た
。

　

現
在
の
科
学
技
術
全
般
に
わ
た

る
説
明
と
面
白
く
学
べ
る
工
作
物

や
遊
び
心
を
追
求
し
た
実
験
工
作

物
等
の
展
示
物
に
、
つ
い
夢
中
に

な
り
、「
な
る
ほ
ど
」
と
感
心
す
る

工
夫
が
一
杯
あ
り
ま
し
た
。
時
間

を
忘
れ
る
一
日
で
し
た
。

　

見
学
の
後
、
い
つ
も
の
反
省
会
。

次
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
」
等
の
少
し
専
門
的
な

講
座
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
乞
う
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
親
睦
旅
行
は
、「
秋
色
の

鬼
怒
川
を
楽
し
む
旅
」
で
す
。
宿

泊
先
は
伊
東
園
グ
ル
ー
プ
の
「
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
さ
く
ら
」。
ホ
テ
ル
直

行
バ
ス
付
の
一
泊
旅
行
。
日
程
は

10
月
27
日
～
28
日
で
す
。

　

鬼
怒
川
は
ご
存
知
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
美
肌
の
湯
で
有

名
で
す
。
一
日
目
は
ホ
テ
ル
へ
直

行
し
、
美
肌
の
湯
と
カ
ラ
オ
ケ
付

宴
会
。
二
日
目
は
、
日
光
さ
る
軍

団
か
鬼
怒
川
ラ
イ
ン
下
り
な
ど
を

楽
し
む
予
定
で
す
。

　

昨
年
と
同
じ
よ
う
に
、
貸
切
バ

ス
で
は
な
く
ホ
テ
ル
直
行
の
乗
合

バ
ス
を
利
用
し
ま
す
の
で
、
少
人

数
で
も
実
施
可
能
な
企
画
で
す
。

参
加
費
は
極
力
安
く
な
る
よ
う
調

整
中
で
す
。

　

９
月
の
定
例
連
絡
で
参
加
募
集

の
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。
そ
れ

ま
で
に
、
オ
プ
シ
ョ
ン
の
観
光
先
、

参
加
費
用
な
ど
を
確
定
し
ま
す
。

　
「
10
月
27
日
～
28
日
は
清
友
会
親

睦
旅
行
」
と
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記

入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

二
人
部
屋
で
も
料
金
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。
ご
家
族
は
勿
論
、
会
員

以
外
の
友
人
も
お
誘
い
の
上
、
参

加
く
だ
さ
い
。

北
の
丸
の
﹁
科
学
技
術
館
﹂
見
学

﹁
宇
宙
物
理
学
部
﹂
第
５
回
イ
ベ
ン
ト

10月27日（日）～28日（月）

秋色の鬼怒川を楽しむ旅

「清友会」秋の親睦旅行

鬼怒川ライン下り

日光さる軍団

２日目はオプションで

その他の観光も

アレレ？こりゃどうしたんだ？（眼の錯覚）

エレキ人間＝岡澤？
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７
月
３
日
に
総
会
後
初
の
幹
事

会
と
専
門
部
会
を
開
き
、
次
の
こ

と
を
検
討
し
、
確
認
し
ま
し
た
。

　

幹
事
の
希
望
も
踏
ま
え
て
、
次

の
体
制
に
し
ま
し
た
。

▼
組
織
共
闘
部

　

丹
野
副
会
長
、
戸
枝
事
務
局
長
、

　

岩
渕
幹
事
、
佐
藤
幹
事
、

　

岡
澤
幹
事
、
押
田
幹
事

▼
文
化
厚
生
部

　

庄
司
会
長
、
柳
副
会
長
、

　

渡
辺
幹
事
、
山
岸
幹
事
、

　

箱
田
幹
事
、
篠
田
幹
事

　

６
月
の
定
期
総
会
の
意
見
を
踏

ま
え
、
東
京
清
掃
本
部
交
付
金
の

う
ち
の
「
実
績
分
」
を
分
離
し
、

新
た
な
会
計
科
目
「
助
成
金
」
と

し
て
措
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、「
助
成
金
」
の
予
算
額

を
50
万
円
（
当
初
予
算
で
は
42
万

円
相
当
）
と
し
、
対
応
す
る
支
出

予
算
も
一
部
増
額
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
19
秋
の
開
催
日
と
テ
ー

マ
は
１
面
に
記
載
し
た
内
容
で
す
。

幹
事
会
で
は
具
体
的
な
準
備
に
つ

い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

来
年
春
の
学
習
会
は
「
生
活
に

関
連
す
る
テ
ー
マ
」
で
す
。
ガ
ン

や
頻
尿
等
健
康
に
関
す
る
こ
と
、

介
護
の
実
践
な
ど
の
う
ち
か
ら
、

東
京
清
掃
顧
問
医
の
平
野
先
生
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
決
め
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
９
月
の
幹
事
会

で
具
体
案
を
提
案
し
ま
す
。

　

今
年
の
親
睦
旅
行
は
、
検
討
に

手
間
取
り
ま
し
た
が
、
２
面
に
記

載
の
と
お
り
、「
鬼
怒
川
一
泊
旅
行
」

に
し
ま
し
た
。
旅
行
計
画
の
詳
細

は
調
整
中
で
す
。
９
月
の
募
集
時

期
ま
で
に
は
確
定
さ
せ
ま
す
。

　

当
初
、「
埋
立
処
分
場
＝
海
と
陸

か
ら
の
見
学
会
」
を
検
討
し
て
い

ま
し
た
が
、
東
京
都
の
都
合
等
で

秋
の
実
施
計
画
が
定
ま
っ
て
い
な

い
た
め
、
埋
立
処
分
場
見
学
は
来

年
ま
わ
し
に
し
て
、
水
道
局
や
下

水
道
局
の
施
設
と
豊
洲
市
場
を
組

み
合
わ
せ
た
臨
海
部
見
学
を
候
補

に
検
討
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
下
見
を
し
た
と
こ
ろ
、

あ
ま
り
適
当
で
な
い
こ
と
が
判
明
。

新
た
な
視
点
で
再
検
討
す
る
方
向

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
日
程
的
に

は
少
々
厳
し
い
の
で
す
が
、
実
施

時
期
は
11
月
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

第 1回
幹事会

専
門
部
配
置
変
更
、
会
計
予
算

補
正
（
科
目
補
正
）、
学
習
会
・

新
春
の
集
い
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
な
ど
秋
以
降
の
行
事
を
検
討

専
門
部
配
置
を
一
部
変
更

東京清掃ボウリング大会
　

東
京
清
掃
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

が
７
月
６
日
に
東
京
ド
ー
ム
ボ
ウ

ル
で
開
催
さ
れ
、各
地
連
等
18
チ
ー

ム
・
72
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
退

職
者
会
チ
ー
ム
は
、
柳
副
会
長
、

岡
澤
幹
事
、箱
田
幹
事
、駒
井
さ
ん
。

　

体
力
不
足
の
上
練
習
不
足
、「
参

加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
」
と
、

若
い
世
代
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
後
、
清
掃
会
館
に
移
動

し
て
表
彰
と
懇
親
会
。
参
加
者
は

子
・
孫
世
代
が
中
心
。
若
い
仲
間

と
交
流
で
き
る
の
は
い
い
で
す
ね
。

　

例
年
好
評
を
得
て
い
る
「
演
芸

を
楽
し
む
会
」
は
、例
年
同
様
「
国

立
演
芸
場
」
の
月
例
会
を
２
月
に

鑑
賞
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
９

月
の
幹
事
会
で
日
程
を
決
め
ま
す
。

　

新
た
な
親
睦
行
事
と
し
て
、
カ

ラ
オ
ケ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
釣
り
の

実
施
可
能
性
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
が
可
能
と
の

意
見
を
集
約
。
幹
事

に
よ
る
「
お
試
し
会
」

を
行
っ
て
み
る
こ
と

に
し
ま
す
。

新
会
計
科
目
「
助
成
金
」
設
置

学
習
会
の
構
想
を
検
討

今
年
の
旅
行
は
鬼
怒
川
一
泊

演
芸
鑑
賞
会
は
２
月
開
催

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
再
検
討

カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
を
試
行



　

32
の
一
人
区
中
、「
野
党
共
闘
」

は
10
議
席
獲
得
し
た
。
一
本
化
に

成
果
は
あ
っ
た
。
立
憲
主
義
否
定
・

民
意
軽
視
の
政
治
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
、
連
合
の
政
治
方
針
の

あ
り
方
に
自
治
労
と
し
て
引
続
き

意
見
反
映
を
行
い
、
野
党
の
協
力
・

連
携
の
必
要
性
を
、
強
く
訴
え
る
。

　

今
回
の
参
議
院
選
挙
で
、「
安
倍

一
強
」
体
制
が
継
続
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
が
、
投
票
率
が
50
％
を

切
っ
た
こ
と
は
、
政
治
へ
の
感
心

と
期
待
感
の
希
薄
化
を
表
し
て
い

る
。
く
ら
し
の
再
建
を
前
提
と
し

た
財
政
健
全
化
や
社
会
保
障
改
革
、

沖
縄
・
辺
野
古
新
基
地
建
設
、
原

発
再
稼
働
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な

ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

　

自
治
労
は
、
協
力
国
会
議
員
と

の
連
携
の
も
と
、「
共
生
と
連
帯
に

基
づ
く
持
続
可
能
な
社
会
」
の
実

現
と
地
域
サ
ー
ビ
ス
の
発
展
・
強

化
、
分
権
・
自
治
の
推
進
な
ど
、

政
策
実
現
に
改
め
て
邁
進
し
て
い

４

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2019 年８月

　

７
月
19
日
、
参
院
選
の
最
中
、

定
例
の
19
日
国
会
前
行
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
は
当
面
の
課
題
と
し
て

①
９
条
改
憲
を
許
さ
な
い
た
め
、

参
院
選
で
最
低
限
改
憲
勢
力
を
３

分
の
２
に
達
し
な
い
よ
う
に
さ
せ

よ
う
。
②
イ
ラ
ン
で
戦
争
を
さ
せ

な
い
取
組
み
を
進
め
よ
う
。
③
辺

野
古
新
基
地
の
廃
止
へ
向
け
て
、

沖
縄
と
連
帯
す
る
闘
い
を
強
め
よ

う
。
秋
に
は
大
行
動
。
④
東
北
ア

ジ
ア
に
非
核
と
平
和
を
。
日
本
の

侵
略
加
害
を
き
ち
ん
と
正
し
く
対

応
し
よ
う
。
⑤
安
倍
政
権
を
打
倒

し
よ
う
。
と
訴
え
ま
し
た
。
退
職

者
会
の
参
加
者
は
13
名
で
し
た
。 参院選勝利を誓う19日行動

中
道
リ
ベ
ラ
ル
勢
力
の　

拡
大
へ
向
け
引
続
き
尽
力

　

７
月
21
日
に
行
わ
れ
た
参
議
院

選
挙
に
つ
い
て
、
自
治
労
は
次
の

見
解
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

立
憲
主
義
否
定
・
民
意
軽
視
の

「
安
倍
一
強
」
政
治
か
ら
、
民
主
主

義
を
取
り
戻
す
闘
い
と
し
て
、
32

の
一
人
区
全
て
で
候
補
者
一
本
化

を
図
る
な
ど「
野
党
共
闘
」を
確
立
、

①
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
か
ら
の
転

換
に
よ
り「
く
ら
し
を
守
る
」こ
と
、

②
差
別
の
撤
廃
と
「
多
様
性
を
守

る
」
こ
と
、
③
改
憲
勢
力
に
３
分

の
２
を
取
ら
せ
な
い
こ
と
を
最
大

の
課
題
と
し
て
取
組
ん
だ
。

　　

立
憲
民
主
党
は
９
↓
17
議
席
、

国
民
民
主
党
は
８
↓
６
議
席
、
社

会
民
主
党
は
１
議
席
を
確
保
し
た
。

一
方
与
党
は
、
自
民
57
議
席
、
公

明
14
議
席
で
、改
選
議
席
を
下
回
っ

た
が
、
参
院
過
半
数
を
維
持
し
た
。

日
本
維
新
の
会
な
ど
を
含
む
改
憲

勢
力
は
、
憲
法
改
正
国
会
発
議
に

必
要
な
３
分
の
２
を
下
回
っ
た
。

　

連
合
擁
立
の
比
例
代
表
10
人
の

候
補
者
は
当
選
８
人
（
立
憲
５
人
、

国
民
３
人
）
と
な
っ
た
。
野
党
の

支
持
率
が
低
下
傾
向
に
あ
り
、
支

持
政
党
が
選
挙
区
と
比
例
区
で
異

な
り
取
組
み
が
連
動
し
に
く
い
地

域
も
あ
っ
た
た
め
苦
戦
し
た
。

　

自
治
労
組
織
内
候
補
「
岸
ま
き

こ
」
は
約
15
万
８
千
の
個
人
票
を

獲
得
、
相
原
久
美
子
参
議
員
の
議

席
を
死
守
し
、
自
治
労
の
政
治
影

響
力
を
維
持
で
き
た
が
、
獲
得
目

標
と
し
た
30
万
票
に
遠
く
及
ば
な

か
っ
た
。
組
織
と
運
動
の
点
検
・

強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

参
議
院
の
改
憲
勢
力
が
３
分
の

２
を
割
り
込
ん
だ
た
め
、
当
面
、

改
憲
発
議
は
不
可
能
に
な
っ
た
が
、

安
倍
政
権
が
野
党
を
切
り
崩
し
、

多
数
派
工
作
し
て
く
る
こ
と
に
警

戒
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

参
議
院
選
挙
の
結
果
と
今
後
の
課
題

︵
自
治
労
見
解
と
若
干
の
分
析
︶

く
。
国
民
多
数
に
対

応
し
た
「
中
道
・
リ

ベ
ラ
ル
」
勢
力
の
拡

大
に
向
け
、
引
続
き

尽
力
し
て
い
く
。

今
回
の
参
議
院
選
挙　
　

最
大
の
課
題
は
改
憲
阻
止

改
憲
勢
力
は
３
分
の
２
を

切
り
最
低
限
の
目
標
達
成

野
党
の
支
持
率
低
下
等
で

連
合
擁
立
候
補
者
は
苦
戦

岸
ま
き
こ
は
勝
利
し
た
が

獲
得
票
数
は
目
標
の
半
分

連
合
の
政
治
方
針
の
あ
り

方
に
、
引
続
き
意
見
具
申


